
【基本情報】
はった きょうこ

● 氏 名 : 八田 京子 さん
● 所 在 地 : 宮崎市
● 栽培品目 : マンゴー1４a(ハウス栽培)

バタフライピー20a（露地栽培）
ビーツ５a（露地栽培）
主食用米(ミルキークイーン)10a

● 労 働 力: 本人・常勤２名、パート２名
● 販 売 先: 主に通信販売
● そ の 他:農業女子プロジェクトメンバー、

株式会社 MAGRI 代表

宮崎ならではの素晴らしさを世界に発信!
～マンゴーと「宮崎ブルー」で地域活性化を目指す～

平成30年就農
施設マンゴー

【就農の経緯及び販売先等】
◆高校卒業後、東京でショーモデルを13年間経験。「地
元で何かを作り上げたい!」と宮崎に帰郷し、偶然出
会った生産者が作ったマンゴーの味に感動し、農家へ転
身。高品質のオリジナルブランド「シャトーマンゴー」
や加工品を販売。
◆2021年1月に、㈱MAGRIを設立。2022年から自身の
農園でバタフライピーを栽培し、青い花を使用したお茶
や加工品の生産を開始。生産から加工、販売を行うほか、
加工品のパッケージのデザインは自ら作成。コロナ発生
後、個人を大切にした通信販売に切り替え、今では４千
件を超える注文を取るまでに発展。
◆農業女子として、女性が農業分野で活躍できる職場作
りや農業コミュニティ全体の成⾧に貢献したい。

【今後の取組】
◆マンゴーのように６次化に積極的に取り組むほか、 “おもてなし”と“環境保全”で地域活性
化することを目的として、みやざきの青い空や海など宮崎県にあるさまざまな青色を「宮崎
ブルー」と称し、「宮崎ブループロジェクト」を2022年12月に発足した。宮崎ならではの
おもてなしや高品質で環境に配慮した農業生産商品を世界に向けて発信していきたい。

【マンゴー】
♦品種はアップルマンゴー「アーウィン種」。

収穫期間は、５月上旬から７月上旬。
◆農産物を無駄なく活用する取組として、廃棄する摘果
マンゴーからビールやドレッシング等を製造し、もった
いないという発想を大切にしている。
【バタフライピー】（マメ科のハーブ）
♦定植は、４月上旬。収穫期間は、６月上旬から11月下
旬。
♦花を乾燥させ、お茶として販売。乾燥させた粉末を製
菓用原料等とするなど加工品の開発に取組中。

独自ブランド「シャトーマンゴー」

バタフライピーの花とお茶


